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	禅の思想

	禅の思想　（鈴木　大拙）

『まえがき』

「禅は行為である」

「だれの行為か」

「概念的把握」

「知的にいえば・・・、行の面からすれば・・・」

「守一・看淨・看心」

「体（静態面）・用（動態面）」

「禅の思想（無知の知・無念の念・無心の心・無意識の意識・無分別の分別・相非相即・事事無礙・万法如如）」

「禅の行為（無功用・無行の行・無用の用・無作の作・無求の求）」

「禅意」

『まえがき』

《第一編　禅思想》

『ニ入四行観（二種入）（四行観）』

「為ニ二客塵妄想ヲ一所レテレ覆ハ、不能ハ二顕了スルコト一」

「行入（報寃行隋縁行無所求行称法行）」

「性（絶対的実在）」

「三種の空（人空法空倶空）」

「壁観（真性と冥符）」

「寂然無為の境地（離分別）（真性）」

「無我（無心・無為・無求）」

「安心無為」

「主意」

「人惑（業縁の現実にまどわされぬ）」

「倶空（否定をまた否定する）」

「法を得た（不得の得）」

「体認」

「印証（諸仏所伝の心体なり）」

「行（用）」

『ニ入四行観（二種入）（四行観）』

『安心法門』

「不生二是非一」

「阿誰カトハ者亦タ我也」

「不ルレ起サレ見ヲ」

「心は有無の範疇にはいらぬものだ」

「迷い（自心計・自心現量）（分別計較）（憶想分別）」

「行は用（はたらきである）」

「識心寂滅、無動念処、是名正覚」

「同一事象」

「物に即して見を起さず」

「知性的方面・行為的方面」

「行為禅」

『安心法門』

『信心銘』

「心が有心の心になると、もともと洞燃として何らのさわりものもなく、明白をきわめたものが、見えなくなる。」

「絶言絶虜」

「不レ用ヒレ求ムルコト真ヲ、唯ダレ須ラク息ムレ見ヲ。」

「真は求めずしておのずから現われる」

「四句骨子

二レ由テ一ニ有リ、」

一モ亦莫レレ守ルコト。

一心不レバレ生ゼ、

万法無シレ咎トガ。」

「非思量処」

「知的分別（揀沢）」

「情意的分別（憎愛）」

「不揀沢（天上天下唯我独尊）」

「不分暁漢（わからずや）」

「四庫奴（でんしゃぬ）（いなかもの）（無智文盲のわからずや）」

「理非の道筋」

「花開き花散る」

『信心銘』

『頓悟無生般若頌（顕宗記）（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),荷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たく),澤)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんね),神会)）（６８６～７６０）』
「般若は法身の論理性である」

「無知・無生・無行」

「我法（人法）」

「禅意」

「妙有を摩訶般若と云う」

「真空を清浄涅槃と云う」

「はたらきの面から見て、いろいろと名を異にするのである」

「同じものをわけて話する」

「即非論理の形式（回互論理）」

「霊性的自覚」

「印度式（静態性）＝一種の観法（心を凝らして静寂を守る）」

「中国式（動態的方向）＝禅をはたらかさんとする」

『頓悟無生般若頌（顕宗記）（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),荷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たく),澤)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんね),神会)）（686～760）』
参同契（さんどうかい）

「参（まじわる）」

「同（万別千差の個多の世界をそのままにして、そこに万法斉観底の一物のあることを指示するのである）」

「契（参同の事実を経験し、認識し、契悟するの義である）」

「契証の義（心）（契悟）」

「事（個多の世界）・理（一元）」

「回互（一切諸法の間に見られる相即相入の関係）」

「不回互（個多からそれぞれの立場に住していることである）」

「回して（え・して）」

「殺人の機・活人の用」

「個多の世界」

「聞声悟道・見色明心」

「明（千差の個多の世界）・暗（平等一色の世界）」

「静態禅・動態禅・看心禅・清淨禅・黙照禅・看話禅（かんな）」

参同契（さんどうかい）

坐禅箴（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わくし),宏智)撰・道元撰）

「無分別之思」

「紛飛の動念」

「分別識上」

「肯心自ら許す」

「肯他（自肯）」

「分別の思ひなし」

坐禅箴（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わくし),宏智)撰・道元撰）

《第二編　禅行為》

「無功用の行為ー無作の作」

「了得」

「偏固」

「分別意識的」

「個多」

「根源的禅経験」

「六六でも九九でも八八でもないし三八九でもよいで（無理会の文字）」

「応レジテ物二現レハス形ヲ、」

「我執」

「舌がなければ、善もいわず悪もいわずである」

「見性経験」

「無分別の分別・無知の知・無功用の功用・無心の心（禅経験）」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(に),耳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こん),根)（耳分別）・眼根（見分別）」

「心、形なくして不可得なりと知る」

「心不壊・心無心・心不可得・心無形・無覚の覚」

「見即是性」

「不可知論」

「論理・概念・思惟」

「父母未生時」

「法身（理致ともいう）」

「初入・機関・向上（法身・言詮・難透・向上）」

「インド式（静観性）・中国式（力用性）」

「経験の表現方法」

「禅理の挙揚」

「学禅」

「無心の月が天辺に光っている」

《第三篇　禅問答》

「弁道（参究・参学・究弁・究徹）」

「傅大士の（橋流水不流）・道楷の青山運歩・雲門の東山水上行」

「言を尋ね句を追うて、・・・」

「是箇甚麼道理（これこのなんのどうりぞ）」

「循環論法」

「日日是好日（にちにちこれこうにち）」

「向二テカ什麼ノ処一ニ去ルト。我レ向テ伊レニ道ヲ、如二シ氷ノ帰一レ水ニ。如シニ水ノ帰スル一レ水。」

「安心立命」

「妄想の縁起」

「兎角・亀毛」

「縁生身」

「隠語」

「何物（定義）」

「不可得の可得底」

「参（まじわるで万象入りまじわって存在する差別の現象面を指す）」

「同（万象を一貫する平等の本体面を指す）」

「契（この者の契合相即する理またその理の認識たる智を指す）」

「規矩に従って坐に耽る」

「洞家（とうけ）」

「馬が水にたってゐる・馬が水をながめてゐる・馬の顔がうつってゐる（水が馬をながめている）」

「学禅者」

禅の思想　（鈴木　大拙）



	禅の思想


	　　　　　仏教の大意

	仏教の大意　鈴木　大拙

（分別・差別）ー「感性的・知性的世界」

（無分別・無差別）ー「霊性的世界」

般若（無知の知・無分別の分別・無念の念・無念無想・無我無心）

識（分別識）

照用自在の働き

大死一番の外ない

経験事実

能覚・所覚

理智・思慮の境地

対象界を超越する

根源に到達する
	「分別の上に分別を重ねて七重八重に其の身を縛りつけるのです」

「大死一番絶後に蘇生すると言う経験が無いと仏教が解らない」

絶対清浄境

我執分別の人間我

観音の別名（施無畏者）

分別的説明を加えない

善悪の価値に対する自覚がない（無業）

業縛の自覚

認覚


	因果は知性面の事象
二元的観察
無心で無我である

不可思議体（不可思議身）

色＝事・空＝理（相応）

空（梵語・舜若多・シューニャータ・空無の義）

理事無礙

「空と云うものが別に存在するものではありません」
色声香味触法

実質がないという義

円融無礙


	幻在する・幻有・仮有

偏計所執・依他起性・円成実性

四つあると云うのではない（四通りに見られると云うのである）

「法界の真相は事々無礙を会するときに初めて認覚せられるのである」

法界観

直覚

跡を留めず（跡を払う）

讃岐の庄松（妙好人・明治初頃他界・全く文字のない貧農の一人）「庄松ありのままの記」



	仏教の大意


	悟　り

	悟り　鈴木　大拙

得悟の心境

悟りは周縁のない円

静観主義

盲目禅・暗窟禅

瞑想的訓練

自性に徹見（自分の性に徹底する）

心性を了解

自分の性を見なくてはならぬ

自性即仏
	仏（覚者・覚性）

見聞の性が即心

心が即ち仏

本性を徹見する

究境の目的は自性を見ると云う所にある

心を空ずる

心眼が開く

仏性に徹底した

沈思黙考
	エクハルト「突破」ドイツ十三、十四世紀

自救不了

黙照禅（暗証禅）

大疑の状態

一念不生（前後際断）

入流忘所

寒灰枯木底の漢

地一声（ハッ発する「」）

噴地一発・（爆地一声）
	晦堂和尚

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくせい),木犀)の好い香がきけるか」

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうさんこく),黄山谷)
「いい香がする｝

「それだ、我汝に隠したことはないではないか」

「空を体得すると、安心の道が開けると云うてよいのである」

「悟りの状態が色々の因縁によって得られる」

無言無説

	「楞厳経」

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうちん),憍陳)五比丘

（仏の音声で悟る）（所証の機縁）

優婆尼沙陀

（不淨相を観じて無学道を成じた）

香厳童子

（沈香を嗅いで・木に非ず・火に非ず・去るに著くる所なく、来るに従って来る所なし・こう感じて無漏を発明した）

薬王薬土

（二人の菩薩・苦い・酢ぱい・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(から),鹹)い・淡い・甘い・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(から),辛)い・空に非ず・有に非ず・身心に即するに非ず・身心に離る々に非ず・という所から、悟りを開いた）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばつだば),跋陀婆)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ら),羅)及び十六人の開士｛菩薩｝

（お風呂・触覚から悟の道に入った）

摩訶迦葉及び紫金光比丘尼

（世間の六塵即ち実在と考える世界は変壊の性で実体の無いものである・空寂であると悟って諸漏、有漏の境界を離れることが出来た。）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あなりつだ),阿那律陀)
（目なくして十方を観見する時に、精眞洞然として掌の上の果を観るるが如しに感じて阿羅漢になった）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅうりはんどく),周利般特)迦（記憶不足の羅漢・出入の息を調べる・悟の境界に立入った）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうぼんはだい),憍梵鉢提)
（味の性質を分析・体のも非ず・物にも非ずを観じて三有を遠離すことが出来た）「＊（三有・三界・｛欲界・色界・無色界｝）」

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひつりょうがばしゃ),畢陵伽婆蹉)
（毒の刺・非常に痛んだ・清浄心は痛・非痛を感じぬものと観じて三七日のうち無学を発明した・苦しみの性質を分析してその道に入ったものとみえる）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),須)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼだい),菩提)
（空性を証得して羅漢道を成就）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃり),舎利)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほつ),弗)
（迦葉兄弟に会って、諸法因縁の法を聞いて、心の無際を悟った・大無畏を得た）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふけんぼさつ),普賢菩薩)
（心聞発明して、分別自在の所に円通した）

孫陀羅難陀

（坐禅して鼻端白きを観る観法・鼻中の気を見るに出入煙の如し・身心内に明らかにしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まど),円)かに世界に洞徹してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あまね),徧)く虚淨の状態であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はり),玻璃)の鏡・出入の息が光明赫奕として十方世界を照らすまで心の光が輝き出で、円通を得る）（＊淨EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はり),玻璃)の鏡・閻魔庁で生前の善悪の行為を映し出す鏡）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるなや),富樓那彌)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たら),多羅)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にし),尼子)
（辯「＊弁」才無礙な所から苦諦は元来空であると説いて実相に達した・法音を以って魔怨を消滅・そこに円通の相を見た人）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うばり),優波離)
（戒律の生涯・身心寂滅の境界に入ることを得た）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいもく),大目)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんれん),健連)
（因縁法に深き意味を存すを聞いて阿羅漢道を成就した）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うすさま),烏芻瑟摩)（＊明王）

（不淨を除く神・火光三昧力で、すべてのものを焼き尽くして、そこに円通を感じ得た人）

持地菩薩

（大地の性と自分の肉体の性と同一性を有って居るということを感じて道に入った・土木行動）

月光菩薩

（水観の力によって無碍を得た人）

瑠璃光法王子

（風力を観じて安心の道を得た）

虚空蔵菩薩

（虚空を観じて虚空の無辺なることを観察して円通を得た）

弥勒菩薩

（一切は唯心である、唯識であると観じて円通を得た）

大勢至菩薩

（念仏から円通を得られた）

観音菩薩

（聞の中に、流をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かへ),入)して、所を亡じ、所入既に寂にして、動静の二相了然として生ぜず・聞もなく所聞もなく・覚と所覚とも空である・空と所空も亦滅し了る・生滅も亦滅して寂滅が現前する。十方円明境界に入る・慈悲の力を体得せられた・悲仰性を得られた・）慈悲を垂れる力と慈悲を願う力との両方を感得せられた）

（＊円通・智慧によって悟られる絶対の真理・作用は自在）

（＊追加項目）

二回目
「禅の真髄というのは人生及び世界に関して新たな観察点を得ようとするのである」

「今までの見方のほかまだ一つの見方があるということを知らなくてはならぬ」
「新たな見地を開いてそこから物を見渡す」

「新たな観点を得る（悟り）（霊的体験）」

「得悟の心境」

「悟りの体験」

「妨げといたものがなくなるので新たな天地が開ける」
「活動の自由性を体得する」

「空々寂々底のものだ」

「新たな立場」

「二元相対の世界を離れた境地」

「究意の目的は自性を見るというところにある」

「はたらきを停めてしまって沈思黙考に耽る」

「はずみを言EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あら),詮)わす言葉（地一声）（思わず知らずハッと発する声）」

「新見地」

「自我の念・老婆親切」

「悟りを爆発させるところの機会になる」

「我見の角」

「自救不了」

「感覚的機縁」

「盤珪禅師の不生禅・道元禅師の修証不二禅」

「入流亡所」

二回目
三回目
「考え方に対して、大きな転廻を生じなくてはならないのである」

「霊的体験（経験）」

「学禅・学禅者」

「哲学的議論に耽る」

「坐禅から知慧の光を閃めかす」

「心印を単伝した（心印単伝）」

「違った見処を得させようと力めた」

「坐禅観法」

「この性が即ち仏であるからだ」

「仏は汝の心そのものである」

「心を空ずる」

「沈思黙考に耽る」

「地一声（ハッと発する声）」

「噴地一発・爆地一声・（打二失ス布袋ヲ一）（打二破ス漆桶ヲ一）（忽然トシテ爆地ニ断ズ）（忽然啐地破ル）（掃二破ス太虚空ヲ一）

（十方虚空悉ク消隕ス）」

「ただそれだけのことである」

「新見地」

「分別の上のわかり方」

「人からおそわることもできないものであるなら・・・」

「説明できないところの何かがあって、・・・」

「分別または分析的方法で、その弟子に伝えることができない何かがあるということは、・・・（禅の体験）」

「自分が自分の目をふさいで見えないように自分で隠しているということに考える方が真実である」

「機（はずみ）」

「学禅者」

「暗証禅」

「この死んだ身を誰が引っぱりまわしてあるくのだ」

「公案が自分にくっついて離れなかった・・・その状態をいうものと考えておいてよい」

「空中を飛んであるくような気持もした」

「高度の心力集中がなくてはならぬ」

「盤珪禅師（不生禅）・道元禅師（修証不二禅）」

「・・・一発不生、前後際断・・・ここに停滞している者がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すこぶ),頗)る多い」

「得所」

「看経講学」

三回目


	悟　り


	禅経験の研究について

	『禅経験の研究について』

「心非心、即是名心」

二回目

「心は非心で、これが即ち心だ」

「即非の論理（般若の論理）」

「癖物」

二回目

	禅経験の研究について


	禅の問答

	禅の問答　鈴木　大拙

禅問答は知的ではない（論理的・説明的・解釈的・啓蒙的・教訓的でない）

人々悉有仏性

祖師再来意

近前来

六耳不レ同レ謀（＊三人）

（兀兀地思量）（不思量底）（非思量）（薬山）


	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほううん),龐蘊)（居士）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そもさん),作麼生)
天地未分以前

天皇道悟ーEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうたん),龍譚)崇信

心要

馬祖ー南泉ー趙州

長沙（平常心）

眠らんと要せば即ち眠り

坐せんと要せば即ち坐す

熱するときは即ち涼をとり

寒の時は即ち火に向ふ


	即心是仏（心に即して是れ仏）

即心即仏（心に即して即ち仏）

（すなわち・とりもなおさず・そのもの・そのまま・直接・媒介を容れず・瞬間的・直覚的・知覚的）（禅的表現）

非心非仏（心に非ず、仏にあらず）

（非は対立の世界）

（即は自己同一の世界）

禅経験

説明法

知見を容れざる処（説明したり・解釈したり・現象学では無い）

アポリア（困惑）
	天地未分以前

父母未生以前

知的に抽象化・一般化

対立の世界を見る

本自ヲ無レ縛。

不ズレ用キレ求ムルコトヲレ解。

直ヂキニ用キ直ニ行ズレ是レヲ無等等トス。

（大珠）

得トイフ者ハ是レ不得ナリ

差別の眼を以って見て居る

我法二執の縛を去り

宗旨眼

縁（知覚のこと）


	二回目

「知的・論理的・説明的・解釈的・啓蒙的・教訓的」

「恁麼（このとおり）（これ）」

「本来身」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てん),天)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),皇)道悟（師）・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうたん),龍潭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すう),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),信)（弟子）」

「心要」

「見則ルトキハEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じきげニ),直下)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すなわチ),便)見ヨ、擬スレバレ思ワント即チ差たがフ」

「禅経験は『見』につきる」

「法身の三因（真如・智慧・功徳）・三徳恩徳（如来の大願力）断徳（一切煩悩を断じた）智慧の徳（一切諸法を照破する）」

「諸法如（すべてのものがその本来の姿である・おる）」

「犀牛の扇子（斉安和尚碧９１）」

「雪竇重顕（せっちょうじゅうけん）（９８０～１０５２）」

「圜悟克勤（えんごこくごん）（１０６３～１１６３）」

「垂示・著語・評唱・下語」

「禅の口頭の遊戯」

「差別見」

「空見識」

「我法二執の縛」

「普通の理路をたどって言いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらわ),詮)すことができぬ」

「鳴らぬ鐘をきく（降る雨を止める）」

二回目

	

	禅の問答


	古田　紹欽　（禅問答と悟り）解説

	古田　紹欽　（禅問答と悟り）解説

文字にとらわれな

理屈づめに究めたところで・・・

論理的推究

「非思量（薬山）（一体何を一所懸命に坐して思量しているのか？」

非論理の論理

修行体験

無自覚なものではない

「自己の本性を徹見する（真実の自己を知る見性仏性を見る）」

「見はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらわ),現)すとよんだほうが誤解がなくていいとおもうが・・・」

本性は仏性である

二回目

「不立文字（文字にとらわれるな）」

「禅問答に最と危険なものは論理的推究である」

「自己の本性の徹見・真実の自己を知る・見性・仏性を見る・性（見ると読むより現わすとよんだほうが誤解がなくていいと思うが、本性を顕わしえたところに悟りが存するのである）」

「本性（仏性）」

二回目

古田　紹欽　（禅問答と悟り）解説

	古田　紹欽　（禅問答と悟り）解説


	禅の第一義

	禅の弟一義　鈴木　大拙

本来の面目を欲得せしむ

生何れより来たり死何れに去る

「命根裁断せざる限り地一下のこれ有るべからず（白隠）」

命根（無明の一念子自我の意識）

心の本源に徹し・・・

妄念・妄心・妄想

空滅（空無寂滅）

霊雲禅師（桃）

忽然念起

忽然念起の消息

理智分別

四秒（吸）十六秒（止）八秒（吐）

定より慧を生ずる

心の本源

生死の起滅

虚妄分別

「諸縁を屏息して一念を生ずることなかれ」

「本来面目果して何の相好ありとせんか」

禅（梵語・禅那・思惟・冥想・静観）

莫妄想

知識（分別の圏外に逸脱すること能はず）


	虚妄の概念

智解分別

唯是れ如如なり

皆是分別事上の妄想なり

解打鼓

「禅学の悟道と云うは万物の存在し、活動する理を悟るとの義なり（直覚的）（閃めく一條の理）」

皆妄執なり

這裡の消息を明にする

「分別上の思索を弄し・・・智慧にて推しさらんとする也」

「・・・未了底が智慧の上より自ら造り出して測度するより来る也」

分別智の捕虜

「分別思慮の上に置かず従来するに任せて・・・機微の消息を補ふるの謂ひなり（禅学の悟り）」

「當に汝の面前より出入すと喝破せられても其機到らされば如聾如啞なると同様なるべし」

「超越したる處より事物を見下して、最後の安心を無分別の處に求める如き宗旨・・・」

「此無差別を差別界にも及ぼし、善悪是非を無視し、・・・」

禅の弟一義　鈴木　大拙

	禅の第一義


	禅仏教入門

	禅仏教入門　鈴木　大拙

鈴木大拙外護者安宅弥吉

知的了得底

柝木（ひょうしぎ）

「文字上の教育を受けない（行為によって学ぶ）」

教育方式

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たん),丹)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),霞)（木仏を焼く）
本地の風光

「静寂・安閑・無為」

「すべてこの事実を説いたものに外ならない」

禅は何も教えない（方向を示すだけ方向指示）

知性の汚物をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬぐ),拭)い去るだけ

三界にわたって真存在するものは何もない

空（シューニャター）

竜樹（中論・十二門論）

提婆（百論）

なにもないのだ、絶対にないのだ

対象世界に束縛される

自心に惑乱する

無明（論理的二元論の別命）

日常言語

説かざる底の法（不是心・不是仏・不是物）

不二の教理（菩薩入不二法門）

唯識（絶対的観念論）

論理的思惟方法（虚無的か）

高次の肯定

形式論理学

「西来的の意（この竹はなんと高いことじゃ。あそこにあるあの竹はなんと低いことじゃ）」

修行・経験である

不可知論


	言葉であり観念にすぎぬ

心とその働きが解る

「万法を生み出すものを法性もしくは法身という（大珠）」
この心が生じるとき一切の存在が生ずる

「無身は本来無象であって条件に応じて個々の形を現ずる」

「高度の抽象的思弁的能力を要求する学究ではない」

「心の住処（無住処特定の対象に住していない（善・悪・有・無・心・事物・二元論に住せぬをいう空・非空・涅槃・非涅槃無住処、心の真の住処））」
坐禅（禅那・ドヤーナ）

「もう飛んで行ってしまったなどと言うが始めからちゃんとここに居るではないか」

考察

戒（シーラ）サンスクリット語

定（ドヤーナ）

慧（プラジュニャー）

般若（プラジュニャー）

達磨（六世紀来中国）

根源的な分別を捨て去るにある

「悟り（分別知をことごとく棄て去ったところで到達されるものなのだ）」

文字上の教育を受けない

相対意識の・・・

知的了得底

門（感覚・観念・論理・分別意識）
「分別的な物の考え方思考態度」

存在の本当の姿（本来の面目）

禅仏教入門　鈴木　大拙

	禅仏教入門


	無心ということ

	無心ということ　鈴木　大拙

無心とは何か

無我無心

一所懸命

絶対の受動性の発揮

七情

「論理を離れ、分別を超越したところの境界」

「解脱・自由を得る（遊戯三昧）」

宗教（聖・相対の世界）

分別（真理）

倫理（善）

芸術（美）

無相の探求

無霊魂説・主義

何とかか彼とか

心無心

心非心

言を仮りて理を顕わさんことを要する

運用自在

無心というは妄想なしとの義である

主張を持たない世界

心になんらのはからいがない

無心の世界

仏の働きをする人・・・

行為の世界は二元の世界

根機（型ということです）

無心の定義

自然（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おの),自)ずからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しか),然)らしむ）

「形ある世界を脱ぎEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),棄)てた世界に入り込まなければならぬのです」

「身心脱落の世界は無分別の世界である無心の世界である」

余念・他念

人間の計らい

宗教体験の極地

無心の機能に外ならぬ

無心を体得した人々

無心の消息

自然に取れてくる

真理に近づけようとするのだ

悟った体験

宗教的体験の表現

無心の状態を道破したもの

消息分明

非論理の徹底

無心の境地（宗教生活の極地）

「対立の境地を全く没却してしまって・・・空無の世界」

無心の処

言詮（言いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらわ),詮)し）

玄沙師備（痴｛病｝人に説法）（盲聾唖）

拈弄（ねんろう・注釈・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),拈)って弄ぶ）

心像

虚（無心）

悟徹

只管（ひたすら）

計らいのない世界

往相・環相

虚名

神儒仏

本心（虚霊）
不生（思案なしの事）

「生まれのままのもとへ、たちかへらすばかりでござる」

道をたのしむ人

天理まかせ

無心な境涯

釈尊悟道偈（法句経　１５３・１５４偈）

自我の一念（我執）（禍のたね）

繋縛を受けぬ

無我無心・無念無想の天真佛

無心の生活

観行法（絶観論）

人間の価値の標準

無我の世界

無心の体験

働きが出なくてはならぬ

「五識の世界を統括（意識自分の経験として考えている）」

「我という識を立てる（末那識）無意識と有意識にまたがっている」

我識（アートマン我執）

阿頼耶識（無明の巣窟）

分別の世界（差別の世界）

善悪・邪正・真偽・美醜

阿頼耶（蔵識・無没識）

阿頼耶識（ある意味で記憶）

無心の境地

任運騰々

無心の体得

「無心の世界はどうしても知的分別ではいけない」

分別界の文字を駆使しても・・・
無義の義

絶対無価値の境地

知的論争

同一事実を指示している

無心の境地（自性本来清浄・陥りやすい穴）
動的に体験させようと・・・
無心を体験（見性）
「見性の体験には見るものもなく、見られる性ない」

無心の境涯
自覚二元に世界

妄想・情識

体験の世界

概念の世界
性即仏

仏即性
故云二見性成仏一・・・見無二所見一・・・

「見性体験を概念的に言い尽くさんとしても・・・」

「一が二で、二が一、そして「即」関係が言語道断であるという」

神秘主義

知性主義

汎神論的

虚妄・仮名

一切皆空

無主

見聞覚知を認めない所（無の世界）

「色空の関係は差別と平等・多と一・仏と衆生・神と人間」
アトガキ

宗教体験の根本義を無心に見た

無心の境地の体得

無心の概念的把握

「問うな学ぶな手出しをするな（白隠）」

矛盾的体験

「無心というこい（不生禅・即非の論理・霊性的自覚）」
無心ということ　鈴木　大拙

	二回目

「無心とは何か・無心の探求・無心の活動・無心の完成・無心の生活・無心の體驗」

「無心の境涯」

「心なきところに働きが見える」

「空に執われる」

「融通無碍」

「あるから信ずるのでなくして、信ずるからあるのです」

「還相廻向（往相・還相）」

「解脱するということは自由を得ようとすることに外ならぬのです」

「自由を得ることは、善悪などの値打のつけられる世界を超越してしまうことです」

「無分別の世界に這入ってしまうことです」

「何ら他から拘束せられることがないのです」

「分別の世界（真理）」

・倫理の世界（善）・芸術の世界（美）・主教の世界（聖）」

「我楽苦他」

「無霊魂説（主義）」

「無心論・無我論（我執を否定する）」

「自分の計らいをもたずに・・・」

「體と心を無にしたと云うのでもない」

「何も無くしたといふことではない」

「心無心・心非心」

「如来説ク、諸心ハ皆為スレ非ズトレ心ニ、是ヲ名ゾケテ為スレ心ト。所以ナント者ナント何、須菩提、過去心ハ不ズレ可ラ得、現在心ハ不ズレ可ラ得、本来心ハ不ズレ可ラ得。」

「無住・無所得」

「達磨の無心論（和訳Ｐ１６６）」

「我無心なれども、能く見、能く聞き、能く覚し、能く知る。」

「心なるものを覓めても不可得である」

「妄りに心を生じて種種の業を造り、妄りに執じて有心となすから、・・・」

「妄執」

「無心を覚悟」

「対治の法」

「不可得を以って得とする」

「無心と云ふは眞心と云ふことで、・・・」

「無心と云ふは妄想の心なしのとの義である」

「無心無照亦無用、無照無用無為。此是如来ノ眞法界、不ズレ用カラノ三菩薩ノ為スニ二譬喩ヲ一。」

「何等の主張をもたない世界」

「無二事ニシテ於心一、無二心ニシテ於事一。（心に事なかれ、事に心なかれ）（徳山）」

「静態・動態」

「自然法爾（無心の世界）」

「形もましまさぬ故に、自然とは申すなり」

「無心を体得した人々」

「無心の状態に外ならぬ」

「無心の消息がわかる」

「塵欲」

「得失是非を一時に放下して、無心の状態を道破」

「心をとどめず、・・・」

「無心の處」

「計いのない世界」

「虚名なり」

「則不生（明徳のかへ名）（不生でゐる）（思案なし）」

「さてさて人は思案なしでさへゐれば、それで何も申しぶんのないのにと、・・・（盤珪禅師）」

「迷故三界城、悟故十方空、本来無東西、何處有南北。」

「見誤る」

「無心の境涯」

「天眞佛（無我無心・無念無想）」

「汝、屋舎の主よ、今こそ汝の正體を認めた、これからは、またと屋舎を作るなよ、汝の梁折れた、棟木は崩れた。有為轉變の相を離れて貪愛の心はうちひしがれた（法句経第１５３０４偈）」

「屋舎の主（分別意識）（分別意識の中心である《自我》の一念）」

「我執（悟りによりて取り壊された・・・）（何らの繋縛を受けぬ）」

「人間から見てつけた価値」

「人間の価値を標準」

「道徳上の批判」

「人慾といふものが加はるほどいけない」

「惻隠の心（孟子）」

「無心の世界」

「《我》の意識」

「有心の世界」

「道徳の世界」

「始めから何も無いところに、何かをこしらへ上げたからである」

「五識（色声香味触）」

「我識（我執の又の名にすぎぬ）」

「我執は妄想の一つである」

「阿頼耶識（無明の窠窟）（蔵識・無没諸）（記憶）」

「末那識（自覚性と無自覚性の両面を備へてゐる）」

「善悪邪正真偽美醜」

「意識世界」

「無心の世界は知的分別ではいけない（分別の無分別・無分別の分別）」

「無心の境地（自性本来清淨）」

「動的に体験」

「分けて見るが、・・・」

「その名を異にするのである」

「無心を體得（見性）（無心の境涯）」

「体験の世界・概念の世界」

「虚妄で仮名（心・道）」

二回目

無心ということ　鈴木　大拙

	無心ということ


	東　洋　的　一

	
	

	東　洋　的　一


	禅　の　研　究　（選24）

	禅の研究　鈴木　大拙

《禅宗（１９０６）》

「仏心宗」

「禅の境地」

「禅の修業」

「内的自覚（悟り）」

「大梵天王問仏決疑経（金波羅華）」

「正覚に対する師の証明」

「指示人心・見性成仏」

「何人にも実体のあるものではない」

「口さきのもの・言葉の遊びにすぎぬ」

「黄檗の仏法多子無し（もともと黄檗の仏法などと、何程のこともないわい）」

「霊性の自覚を獲得せしめる方法として・・・」

「何一つ嫌うものなく、・・・」

「口念」

「無記空」

「空心」

「論証・解釈・論議・知的解釈」

「思念の対象と一つになることである」

「自己自身の意識の内面を静かに観照する習慣を積むことといえよう」

《禅仏教　１９３８》

「知性の作用（文字）」

「知慧分別の無益なこと」

「概念的知識を蓄積」

「仏とは性が人の形をとったまでのことである」

「心・性・仏（言い方の相違）」

「超知」

「自性そのものを徹見する」

「断崖絶壁の一本の木枝（知性）」

「和尚が答えてくれるものとばかり思っていたので、・・・」

「知的な説明」

「一切はそのあるがままでよい」

《禅経験　１９３９》

「具象（象徴）」

「業と涅槃」

「潙山霊祐・潙山瀬安」

「味得」

「境涯を表明」

「知不到、言詮不及」

「禅経験・禅意識・禅理」

「問と答との間の質の相違である」
「ただ笑うのみ」

「存在も非存在あるがための存在であり、逆もまた然り、・・・」

「知性の線に沿って推し進め・・・抽象概念で以って追求しようとすれば・・・」

「観念・範疇」

「抽象語」

「劉鐡磨（りゅうてつま）（潙山問答）」

《「馬祖

『菩提達摩が西国からわざわざやって来たのは何の為であるか』」

『もう少し前へおいで、教えてやろう』という。そこで僧が一、二歩近づくや否や祖は一掌を与える。
『何の不可思議もないわい』といった」》

「思いめぐらし」

《仏教哲学における理性と直感　１９５１》

《仏教哲学における理性と直感１９５１》

「識は人間の感覚と知性の世界ではたらく」

「否定か肯定かどちらかである」

《僧問う『摩訶般若（偉大な又は絶対の般若）とは何ですか』

淸聳禅師曰く、『雪が烈しく降りしきって、一切のものがその中にかくれているわい。』

僧、無言のまま。

師問う、『わかったか。』

僧『わかりません。』

摩訶般若

捨てるにあらず、取るにあらず。

人もしこれを会せざれば、

風寒うして、雪は降りしく。》

「般若直観」

「三昧（凝心）」

「生死脱得底」

「般若の覚醒」

「知慧分別」

「未分化の分化」

《「般若の側・分別の側『（空・存在・非散在の世界）』『（如如・極めて明確に規定された世界）』『（般若直感・理性的分別作用）』『（涅槃・生死）』『（菩提（覚り）・無用）』『（清淨・汚染）』『（心・感官（五感の作用）』『（法（究極の真実）』・諸法（個的存在）』『（純粋経験・雜多の経験）』『（純粋行為・因果の世界）』『（未分化（無差別）・分化（差別）『（無分別・分別）』『（無心又は無念・個々別々の意識）』『（永遠の今又は絶対の現在・相対的時間）』『（不二・二元的なもの）』》
「見地」

「自己というものを証悟したものが一人でもあるか（文遂和尚）」

「知的にそれを思考してみてもだめであるだ」

「般若直感の上」

「古鏡（分化以前の自己の別名）」

「概念というものがいかに何の役にも立たぬものか示そうとするのだ」

「シンボル」

「験主問」

「（あした）というものはついに到来せぬ」

「認識・論的方法論」

「無理会・不知の中」

「知覚作用」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くら),昧)まされている」

「客観的方法」

《仏教哲学における理性と直感１９５１》

《胡適博士に答う（１９５３）》

「聖者とは空名にすぎぬ」

「平常心是道（びょうじょうしんぜどう）」

「平常心とは、造作することなく、是とか非とかに拘らず、又、取捨選択することなし。断見に落ちず、常見にも著せず、聖なく凡なく賢者も菩薩もない。只今自己が行き、坐り、限り、機に応じ物に接する、これことごとく道である。」

「内的経験の産物」

「誰しも皆これを具有しているが、然し誰れもがこれに気づかぬということを知っているのである。」

「不知的知識（わしは仏法などしらぬ）」

「知的概念化」

「禅（冥想・静慮・凝心）」

「定慧不二」

《胡適博士に答う（１９５３）》

《問答（１９５３）》

「執着という奴が、我々に多いな害をなす」

「得たり顔にふるまう大隋に痛棒をくらわしてやればよいのだ」

《問答（１９５３）》

《禅における自然の役割》

「一念不起」

「智慧分別による応答」

「純粋主体性の体験」

「無心の心・無念の念・本覚・本然清淨・這箇(ただ這れ是れ)」

「葛藤に引きずりこまれてしまう」

「言語記述」

「知欲」

「我々が自分でつくり出したものだ」

「創作」

《禅における自然の役割》



	禅　の　研　究　（選24）


	公　案　論　（全集　４）公案論　（全集　４）

	全集　４　公案論　鈴木　大拙

「法理」

「知的分別を刺激してその作用の究竟・・・」

「話頭・古則・公案」

「不得要領」

「分別計較」

「参学者」

「公案のために復た新たなる繋縛」

「禅意を得るにある」

「骨董禅」

全集　４　公案論　鈴木　大拙

	公　案　論　（全集　４）


	金　剛　経　の　禅（新４　禅選集）

	金剛経の禅（新４　禅選集）　鈴木　大拙

「什麼処（どこ）・恁麼（いんも）・什麼(なに)・（什麼什麼）そもそも」

「体･用」

「体のない用も考えられぬ・用なき体なるものはない」

「三昧境」

「波羅蜜＝到彼岸＝度（完全）」

『「応無所住而生其心」「無心又は無念ということと同じである。住するというものはなにかという一定の場所、又は事柄にとらわれて、そこから離れられないのが住である。それは貪着ということである。とにかく何かにとらわれるところが自由がきかない、それが貪着である」』

「貪着・執われ」

「立シテ二無念一為レ宗ト。無相ヲ為シレ体ト。無住ヲ為スレ本ト。」

「除其煩悩・当行正念・当行不生不滅・不善不生・善法不滅・身為レ本・欲貪為レ本・虚妄分別為レ本・顚倒想為レ本・無住為レ本・為レ本」

「無住則無レ本・従二無住本一・立二一切苦一」

「離卻（りきゃく）」

《心三通り「心臓・団心（物の中心・又は核心）」「集起心（チツタ）（多くの働くものをある場所に集めてその集めたところから何かのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はたらき),用)が起きてくる機）意識（分別心に相当したものを摩那という。思慮分別の心である。禅では分別で起滅したところで働く心である。（無念・無相・無住））」》

「嬰孩行」

「分別計較（けきょう）」

「向こうが本来もっているもののように思って、そんな取り扱いをする」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃこ),這箇)(それ)・心のまま・一無位の真人・無所住底」

「インド（如・如々・真如・）（如《そのように》・）」

「中国（只麼(しも)（そのように）・）」

「日本（そのまま）」

「そのまま禅」

「口頭禅」

「心・念・識」

「法（常に不変の意味を持つ）（動かぬ義がある）」

「行（動いてやまぬ義がある）」

「直覚・自知」

「論理的なお言葉」

「禅的認識」

「そんなものがあるなら、それを出して見せてくれないか（生死）」

「おれの所には生死などというものはないぞ（関山国師）」

「看破・道破」

「可得底」

「念（時間）・方（空間）」

「一念の念は刹那の義（只今）」

「只今の体得にありｐ６５（飯田欓隠師）」

「無念を宗となす」

「この無心の無念が体得せられた時に、仏教はことごとくわかるのである」

「絶対の現在の自己限定」

「悟りは覚りである、知覚である」

「三昧の状態を招致することである」

「頓着するな」

「彼と是」

「体（理・平等）・用（事・差別）」

「正中来・偏中至（動的）」

「兼中到（行為的）」

「至（まだほんとうに落ちつくべきところに落ちついていないとの義）」

「到（最後の到着点につくというのである）」

「無功用の働き（兼中到の妙味が発揮せられる）」

「平等・差別（正偏・黒白・参同・明暗）」

金剛経の禅（新４　禅選集）　鈴木　大拙

	金　剛　経　の　禅（新４　禅選集）


	禅への道（新４　禅選集）　鈴木　大拙

	禅への道（新４　禅選集）　鈴木　大拙

「非知性的不合理」

「分別作用」

「諸行無常、生者必滅」

「差別の相から解脱する（至道で無難）」

「知的分別（揀択）・情意的分別（憎愛）」

「真理の顕現」

「窠窟（かくつ）」

「這裡の消息」

「眼睛（生気を象徴する）」

「君自看」

「言語は分別智そのものであるといってよい」

「委細頓着せず、淡々乎」

『「僧問う、「いかなるか　これ一句」（絶対究竟の一句）。師応諾す（うんと返事すること）。再び問う、（自分の言葉がわかったのか、わからぬのか、はっきりせぬようで、また問うた）。師云、「我聾を患へず」（わしはつんぼじゃないぞ。）』

「是什麼（これなんぞ）（是とは何を指示するのか）」

「執着するところの妄心」

「生トモ也タ不レ道イワジ、死トモ也タ不レ道イワジ。」

「知性の分別的対立の世界」

「知性的対立の世界をつくす」

「学禅」

「文字の上で模索」

「文字言句を逐う」

「文字言句の出てこぬさきを経験せぬからである」

「不見の見」

「修禅の人」

「『悟』経験・体得」

「西洋的理知主義」

「意識的な虚構・偽造」

「我性」

「非我の働き」

「執着から生ずる」

「応無所住（無心）」

「無分別の分別（霊性の働き）」

「無と思わぬときぞ無となる」

「五蘊皆空と照見して、無我無心を経験することを禅では見性といい、・・・」

「禅経験を味得」

「眼続・心続・色続（手足）」

「対立の世界であって、・・・」

「境地を味得」

禅への道（新４　禅選集）　鈴木　大拙

	禅への道（新４　禅選集）　鈴木　大拙


	宗　教　論　集（選　集　８）

	

	宗　教　論　集（選　集　８）


	禅　ちくま文庫　鈴木　大拙

	禅　ちくま文庫　鈴木　大拙

「大用＝大きな働きの義（絶対の働き）」

「文字上だけの会得」

「智慧の覚醒を強調」

「思惟作用・表象作用」

「個人体験」

「生死の束縛」

「知得底」

「灰頭拖土面」

「悟りに到らしめるにある」

「みずから悪をなしてみずから傷つき、・・・（法句経１６５･１６６）」

「問いがなされないかぎり、いかなる答えも生まれない」

「平常心（如実の状態、あるがままの実在、あるがまま）」

「二元の消滅（無為一空）」

「集成的存在」

「悟りの体験」

「禅（自己の存在の本性を見ぬく術であって、それは束縛から自由の道への道を指し示す）」

「一切の束縛から解放する」

「知性がおのれの興味のためにかりに作り出した無意味な区別にすぎない」

「人騒がせな知性が入ってきて、人生を破壊しようとする」

「筋の通った、知性な明らかなもの、・・・」

「心の世界は、時間や空間の拘束を受けない」

「みな、みずからの心が創り出すものである」

「心が分別する時、そこに種々の事物が現れる」

「もし分別しなければ、心は物事のまことのすがたを洞見する」

「三達智（宿命智・過去）（天眼智・未来）（漏尽智・解脱）」

「自証聖智境界」

「論理を越え、観念の専横と誤述を斥けるところである」

「二元的推理」

「空はどこにあるか」

「非論理的」

「かれに何が欠けているのか」

「精神の畠」

「仏でないものは何か」

「知性によることになる」

「理知主義」

「ただそれを知らないだけだ」

「実地教示」

「言葉にならない声を発せられた、・・・」

「善巧方便（無言）」

「観念の遊戯でもない」

禅　ちくま文庫　鈴木　大拙

	禅　ちくま文庫


	新９　禅の見方・禅の修業　鈴木　大拙

	新９　禅の見方・禅の修業　鈴木　大拙

「平常心（びょうじょうしん）（分別や知解を入れぬ心）」

「普通の認識論の原則」

「禅は概念ではわからぬ」

「禅は知識ではない」

「認識の対象ではない」

「いくら水の記述や説明しても水はわからぬ」

「知解分別の心」

「概念的解釈」

「論理的知解」

「論理批評」

「言葉の上の問答」

「般若の空理」

「自内証」

「釈明」

「自覚証智」

「打発の機」

「口頭の禅・体得の禅」

「頓とは頓（と）みに妄念を除くなり、悟とは無所得を悟るなり」

「妄念の不起」

「正覚の体験」

「遊戯性」

「我執の一念」

「概念かぶれ」

「心の自主自由な働き」

「非思量の心境」

「修禅の目的（見性・悟道）」

「原梵語の『生』はサトッワで『存在』の義である」

「柔軟心（忍辱行）」

「我慢心の異名」

「痩我慢」

「虚心坦懐」

「一念不生（無念・無心と見てよい）」

新９　禅の見方・禅の修業　鈴木　大拙

	新９　禅の見方・禅の修業　鈴木　大拙


	続禅選集　５　東洋的な見方

	続禅選集　５　東洋的な見方　鈴木　大拙

「入不二法門（一切法において、言なし、説なし、示なく、識なく、諸々の問答を離れる）（文殊菩薩）」

「種々多様な形態をとる」

「体・相・用」

「自他二分性・自己同一性」

「賞棒罰棒」

「生死（二分性）」

「二分性から離脱する」

「一句で意根をたち切れ」

「思慮計較」

「無心・無念の境地を体得」

「思うままに行動する」

「頑是ない・無邪気」

「他余（他己）」

「境涯・境地・心境」

「体得底（不可得・無所得）（無功用）」

「仏は慈悲の室に居て、無限の忍辱と精進とを着物にして、空の坐にすわっている」

「空を時の上から解釈して、『即今』という（ただいま）」

「（平常心是れ道なり）（如今行住坐臥、応機接物）（如今鑑覚）（如今即今）」

「鑑（鏡のように照らすの義）」

「如今鑑覚（内覚観）（大珠慧海）」

「悟解・証覚・無生心・無住心・無所住の心・自性見・見性」

「能所観（我他・彼此・主客）」

「妄心・妄想・妄像」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふんじ),噴地)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いっぱつ),一発)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かじいちげ),地一下)」

「知解覚悟」

「去住自在」

「ただいま・ただここ」

「妙（玄偏に少）（玄・かすか）（言いあらわそうと思っても言いあらわせぬものである）」

「心こそ、心迷わす、心なれ、心に心ゆるすな心」

「能所の二途にわかれて出る」

「妙（無念）」

「無心の心・心の無心」

「解釈学」

「思議の世界（思議界）・不思議の世界（不思議界）」

「何の詮索がいりますか」

「仏心とは大慈悲是なり」

続禅選集　５　東洋的な見方　鈴木　大拙



	続禅選集　５　東洋的な見方


	選集　8　宗教論集

	

	選集　8　宗教論集


	

	

	


	鈴木　大拙

	応無所住に其心　　金剛経　鈴木大拙

	三世心無所得　金剛経鈴木大拙

	禅への道鈴木大拙

	


